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研究成果の概要（和文）：集団間の紛争を解決するためには、対立集団に対するイメージを改善し、成員の建設
的態度を形成していく必要がある。本申請課題では対立集団のイメージおよび集団間紛争解決に対する尊敬の効
果を検討した。外集団に対する尊敬は外集団の人間性知覚（温かさと有能さ）と集合的感情（集合的罪悪感な
ど）を介して、人々の紛争解決的態度（謝罪と補償）を強めていた。また内集団が対立集団から尊敬されている
というメタ尊敬も、基本的には同様の心理過程を経て紛争解決的態度を強めていたが、その過程においては外集
団に対する親密さという集団間感情と外集団に対する象徴的脅威が大きな影響力を持つことが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：To resolve intergroup conflicts, it is necessary to create a positive image 
of the conflicted outgroup and to then create a constructive attitude toward the outgroup. In this 
project, the effect of respect on the outgroup image and intergroup conflict resolution was 
examined. Results indicated respect for the outgroup enhanced the perceived humanity of the outgroup
 members (warmth and competence), strengthened collective emotions (collective guilt), and increased
 the supportive attitude for apology and compensation to the outgroup. Further, meta-respect, which 
is the sense of being respected by the outgroup, enhanced outgroup humanization, collective emotion,
 and supportive attitude toward conflict resolution. Specifically, with reference to intergroup 
conflict resolution, it was indicated that intimacy with and symbolic threat perceived from the 
outgroup affected the psychological process of meta-respect.

研究分野：社会心理学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 集団間の葛藤や紛争は現代社会が抱える深刻

な問題の一つであり、社会心理学は初期よりこ

の問題を検討してきた。その中でも一定の成果

を上げているのが、内集団のアイデンティティ

を変えることで集団間紛争を低減させる研究で

ある。その代表は Gaertner & Dovidio (2000)

の共通内集団アイデンティティモデルである。

このモデルでは対立集団同士で共有可能な社会

的アイデンティティを形成する事で外集団への

ネガティブな態度を低減させる。それ以外にも

交差カテゴリー化（Crisp & Hewstone,1999）や

多重カテゴリー化（ Crisp, Hewstone & 

Rubin,2001）においても対立集団と共有してい

るアイデンティティを顕現化させることによっ

て外集団へのネガティブな態度を低減させるこ

とが報告されてきた。これらのアプローチは理

論的にも実践的にも一定の成果を上げており、

集団成員が対立集団とその成員に対するネガテ

ィブな態度をポジティブな態度へと変える心理

過程を検討しているという点が共通している。 

 そのような研究状況に対して、申請者はこれ

まで集団間紛争に関して実験室実験と社会調査

によって関連する知見を得てきた。特に申請者

の科研費による研究（若手研究（B）2010 年度

−2013 年度「道徳性知覚による集団間葛藤解決

過程の解明」（課題番号：22730474））では集

団間協力や外集団に対する道徳性の知覚が、集

団間のポジティブな関係構築への態度を強める

事が明らかになった。例えば熊谷（2013）の研

究では、日本人対学生を対象に、中国人の特性

知覚が中国人への協力的態度を強めており、特

に道徳性の知覚は、有能さや社会性の知覚とは

異なる効果を持ち、中国との歴史的問題に対す

る補償への積極的態度を強める事を明らかにし

た。 

２．研究の目的 
 本申請課題では「集団的尊敬」が建設的集団

間関係の形成を実現する心理過程の検討を目的

としていた。ある集団に対するポジティブな特

性知覚は外集団に対するポジティブな態度を形

成する。従ってある集団を尊敬できると知覚す

ること＝集団的尊敬も、上記の道徳性知覚と同

様に集団間関係に対してポジティブな効果を持

つと予測した。特に人々は尊敬する対象に対し

て接近し同一化しようとするため（例えば

Tesser,1988）、集団が自発的に外集団との接触

を求めるようになる点で、従来の集団接触や共

通アイデンティティ研究とは異なる集団間解決

研究の新しいモデルを提供すると推測した。 

 更に本申請課題では外集団に対する尊敬だけ

では無く、内集団が外集団から尊敬されている

という知覚＝メタ尊敬が集団間紛争解決に与え

る影響について検討することを目的としていた。

メタ尊敬は内集団のイメージに係わる為、内集

団の努力によってそれを獲得することが出来る。

従ってこれを検討する事によって、外集団の努

力と協力を求めること無く、内集団の主導的取

り組みによる集団間紛争解決の促進可能性を検

討できると予測した。 

 尊敬の概念は美徳の概念や宗教観と関連があ

ると考えられるので、各文化圏によって差が見

られる（例えば経済的成功）と予想されるが、

その一方で集団形成や維持の機能と関連する点

（例えば利他的行動）では共通性も考えられ、

集団間紛争解決においては後者の共通性を活用

することがより効果的であると予測した。本申

請課題の研究は集団間紛争を解決する為の集団

接触研究に関して新しいアプローチを提供する

こと、特に内集団の努力によって外集団に対す

る協力的な態度を抱くようにするという新しい

紛争解決法を提案していた。 

３．研究の方法 
 集団間紛争解決に対する集団的尊敬の効果を

検討するために、大学生及び一般市民を対象と

した質問紙調査を実施した。研究1では外集団

として中国人を用い、第二次世界大戦時におけ

る日本の、中国人に対する行為に対して謝罪及

び補償を政府が行うとしたら、その政策を支持

するかどうかを質問紙で回答を求めた。回答者

は大学生129名であった。外集団に対する尊敬



が集団間和解を促進する心理メカニズムとして

は外集団に対する尊敬によって外集団成員の人

間化が促進されると予測した。人間化の測度と

してはFiskeら（2002）のStereotype content 

model に基づき、中国人に対する「温かさ」と

「有能さ」の知覚の程度を測定した。更に外集

団の人間化が内集団の過去の加害行為に対する

罪悪感である集合的罪悪感と、そのような加害

行為の責任を認める集合的責任認知を介して謝

罪と補償に対する支持的態度を強めると予測し、

Cahajic-Clancy ら(2011)の集合的罪悪感及び

集合的責任認知に関する質問項目も用いた。 

 研究２ではインターネット調査を用いて日本

全国500名を対象とした調査を実施した。対象

者の年齢は20歳から69歳まで、年齢、男女の

構成は均等になるように回答者を配置した。そ

して研究２では外集団に対する尊敬ではなく、

外集団が内集団を尊敬していると推測している

程度、すなわちメタ尊敬が集団間紛争解決的態

度に与える影響を検討した。集団間紛争は研究

１と同様日中関係とし、解決的態度も同様の項

目を用いた。また外集団の人間化と集合的責任

認知及び集合的罪悪感も研究１と同一の項目を

用いた。これらにメタ尊敬の項目を追加して、

調査を実施した。 

 研究３では研究２と同様、インターネットに

よる全国調査を行った。回答者は309名、20歳

から 70 歳までの男女を各地域で均等になるよ

うに配置した。研究３では集合的感情に焦点を

当て、これまでの集合的罪悪感に加え、集合的

困惑と集合的羞恥の項目を加えた。 

 研究４ではこれまでの調査結果の外的妥当性

を検討するために、外集団を中国人から韓国人

とフィリピン人に変更して同様のインターネッ

ト調査を行った。韓国人とフィリピン人が外集

団成員として選ばれたのは在日外国人の上位３

か国が中国、韓国、フィリピンであったためで

ある（２０１６年時点）。回答者は日本の5都府

県（東京、神奈川、名古屋、大阪、京都）在住

の20歳から70歳までの男女578名であった。

また研究４では Oxford 大学の Miles Hewstone

教授と共同で、日本に在住する外集団成員に対

する象徴的脅威と現実的脅威の知覚に関する項

目も追加し、それがメタ尊敬から集団間紛争解

決に至る過程において与える影響についても検

討した。 

４．研究成果 

 研究1で用いた項目得点に対して、外集団に

対する尊敬が集団間紛争解決を促進するという

仮説に基づきパス分析を行った。理論モデルに

従い始めに謝罪と補償政策を目的変数、外集団

尊敬、人間性知覚としての中国人の温かさ知覚、

有能さ知覚、集合的罪悪感と集合的責任認知を

説明変数として重回帰分析を行った。次に集合

的罪悪感、集合的責任認知を目的変数、外集団

尊敬と人間性知覚を説明変数として重回帰分析

を行い、更に人間性知覚を目的変数、外集団尊

敬を説明変数として回帰分析を行った。結果は

図１の通りであった。 

 
 これらの結果は予測通り外集団に対する尊敬

による集団間紛争解決の可能性を示唆している

が、同時に人間性知覚の効果に関しては、有能

さよりも温かさの方が重要な役割を果たしてい

ることも明らかにしている。言い換えると外集

団に対する尊敬から生じる人間性知覚は信頼や

道徳性と関連の強い、将来的な関係性と大きく

かかわる温かさの次元に焦点が当てられて、外

集団が自集団との関係においてどのような利益

を持つかという有能さに関する評価は集団間紛

争解決にあまり影響を与えていないと考えられ

る。更に集合的責任認知に関しては、それが集

団間紛争解決に効果があることは示されたが、

研究１で用いられた変数が集合的責任認知を強

めることは無かった。このことは感情要因であ



る集合的罪悪感と認知要因である集合的責任認

知は別の心理過程を経ている可能性を示唆して

いる。 

 研究２では外集団に対する尊敬ではなく、外

集団から尊敬されているという感覚、すなわち

メタ尊敬が集団間紛争解決に与える影響を検討

するパス分析を行った。研究１との違いは、日

本人が中国人から尊敬されていると思う程度を

メタ尊敬得点と、メタ尊敬から生じることが予

測される集団間感情として中国人に対する親密

さの項目得点を追加した点であった。結果は図

２の通りであった。 

 

  この結果は集団間紛争解決に対する外集団

尊敬とメタ尊敬の効果の違いを明確に示したも

のである。すなわち外集団尊敬は外集団に対す

る認知をポジティブな方向へと変化させること

で集団間和解を促進するというメカニズムを備

えているが、メタ尊敬はそれが自集団に関する

認知から開始される過程であり、そこから生じ

る外集団に対する親密さというポジティブな集

団間感情が新たに影響力を持つという特徴を持

っていた。更に外集団知覚に関しても温かさと

有能さではその効果が異なることが明確になっ

た。具体的には温かさはメタ尊敬によって強め

られ、それが集合的罪悪感を介して集団間紛争

解決を促進していたが、集合的責任認知にはそ

のような媒介効果は見られなかった。一方、有

能さ知覚は集合的責任認知を強めており、罪悪

感といった主観的感情に大きく依存する判断よ

りも、責任判断という認知的処理に大きく依存

する判断に関しては、相手の能力評価が大きな

影響力を持つという、外集団に対する感情的判

断と認知的判断の差異が明確になった。 

 研究３では集合的感情に焦点を当て、これま

での集合的罪悪感に加え、集合的困惑と集合的

羞恥の項目得点を加えて、研究２と同様のパス

分析を行った。その結果は図３の通りであった。

 

 これらの結果の特徴として、第一に親密さ感

情の影響の大きさが挙げられる。特に集合的感

情の全てに対して親密さは影響を与え、それが

集団間紛争解決への支持を促進していた。これ

らは外集団に対する温かさと有能さ知覚よりも

影響が大きいことを示しており、メタ尊敬が集

団間紛争解決に対して影響を与える際の、外集

団に対する親密さの重要性を示唆するものであ

る。 

 研究４ではこれまでの理論モデルの妥当性を

検討するため、外集団を韓国とフィリピンとし、

さらに外集団に対する象徴的・現実的脅威の項

目を追加して分析を行った。韓国を対象とした

パス分析結果は図４の通りであった。 

 

  一方、フィリピンを対象とした分析では、図

５の通りであった。紛争解決対象としての外集

団が韓国かフィリピンかによって、集団的紛争 



 

 

解決に至るまでの心理過程に違いが生じたこと

について、その原因としては対象集団との事前

の態度、及び競争的関係から生じる脅威が影響

したと考えられる。合理的に考えれば集団間競

争状態の低下は心理的にも物質的にも利益をも

たらすので、紛争解決によって協力的関係を築

くことに多くの人は反対しないと考えられる。

しかし実際には多くの人がそれを躊躇うのは外

集団の脅威が強く、利益よりも象徴的損失が上

回ると考えるためである。従って象徴的であれ

現実的であれ、脅威が低下することは元々持っ

ていた集団間紛争解決という合理的判断を下し

易くなり、その結果集合的罪悪感や羞恥といっ

た、高次の感情による媒介を必要としなかった

と考えられる。それに対してフィリピンは日本

にとっては競争的・脅威的関係性は低く、むし

ろ日本人にとっては相対的に低勢力集団と認知

されていると考えられる。そのため集合的罪悪

感や羞恥が喚起されやすく、集団間紛争解決に

対する支持が高まる際にはこれらの感情を媒介

しやすかったことが考えられる。 

 本申請課題では集団間紛争の解決における、

対立する集団全体に対する尊敬と、対立集団か

ら尊敬されているという感覚が与える効果につ

いて質問紙調査を用いて検討した。同じ尊敬と

いう感情であっても、その方向が外集団に向け

られるか、内集団に向けられるかによって、当

然ながら生じる心理過程は異なるものであった

が、その両者は集団間紛争解決という点では同

じ結果を生んでいた。この事は集団間紛争解決

に対して多様なアプローチが可能であることを

示唆している。現実の集団間紛争の場合、それ

が生起した原因や、進行している状況は複雑な

要因によって成り立っており、特定の解決方略

が常に利用可能とは限らない。そのような状況

のために、同一の結果を生じさせるために多様

な方略を用意しておくことは実践的な意味を持

つだろう。 

 更にはメタ尊敬が集団間紛争解決に効果を持

ったことは、今後の研究に対して大きな意義を

持つと考えられる。これまでの集団間紛争解決

研究はいかにして外集団に対するイメージをポ

ジティブにするかに焦点が当てられていた。し

かし対立している集団をポジティブに認知する

よう人々を動機付けることは困難であり、それ

が研究・実践上の大きな障碍となっていた。そ

れに対してメタ尊敬の利用は、外集団尊敬と同

じ効果を持っていながら内集団に対するポジテ

ィブな認知の促進であるので、成員を動機付け

るのは容易であり、多くの人々はむしろそのよ

うに尊敬されることを望むと考えられる。従っ

てこのようなメタ尊敬が集団間紛争解決に一定

の効果を持つことを示すことが出来たことは、

この領域における研究の新たな可能性を開いた

と言えるだろう。 
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